
手　引　き　書

教材テーマ：情報の統合的な処理

教材Ｎｏ　：７－１

１．教材の概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

学習対象者
　この教材は上記テーマを学習するために，高校生向けに開発されています。

ねらいと効果
　社会の中で情報及び情報技術が果たしている役割を理解させ、情報化の進展に主体的に対応できる能力と態度を育てることをねらいとしています。

また、コンピュータの機能とソフトウェアとを組み合わせ、活用することでコンピュータは多様な形態の情報を統合できることを理解します。

学習の項目
学習項目は次の順番になっております。
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２．マルチメディア教材の構成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
構成
教材は３段階に分かれています。身近なシステムの

　　　　　　　　　　　シミュレーションは駅の窓口、インターネット、電話

　　　　　　　　　　　をまとめて１つです。

教材の流れ







３．マルチメディア教材の実行方式　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　「教材インストール手引書」で教材の動作環境、インストール方法、実行方法を最初にご確認下さい。
３．１サーバーマシン

（1） Webサーバーを立ち上げる。

（2） 「（教材をインストールした場所）\ipa\bat\7-1.bat」をダブルクリックします。

［例］Ｃドライブの「教材」ディレクトリの下にコピーした場合

　→　C:\教材\ipa\bat\7-1.bat
３．２クライアントマシン

（1） OSを立ち上げます。

（２）Ｗｅｂブラウザ（Internet Explorer）を起動します。

（３）「アドレス」に「（サーバマシンのipアドレス）/ipa/」を指定し、Enterキーを押します。

［例］サーバーマシンのIPアドレスが、（192.168.146.47）だった場合

→　192.168.146.47/ipa/

（４）教材リスト表が表示されるので、７「情報の統合的な処理と伝達」７－１「情報の統合化な処理」の「教材と手引き」欄にある“マルチメディア教材”をクリックします。
４．教材活用授業の進め方　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

時間配分
この教材を１時限の授業で活用する場合の標準的な時間配分を示します。
表１ 時間配分の目安

項　　目
　　　　　内　　容
時　間

１．導入説明
身近にあるコンピュータシステムについて説明します。
５分

２．マルチメディア教材活用
(1)身近なシステム(列車座席予約システム)シミュレーション
身近にある情報機器にどのようなものがあるか考え、一例として駅の列車座席予約システムをシミュレーションします。


５分


(2)身近なシステム(列車座席予約システムモデル)
列車座席予約システムモデルを使用して、座席予約の演習をします。
１０分


(3)情報の統合的な処理演習
多様な形態の情報を統合的に組み合わせる演習を行ないます。
２５分

３．まとめ
多様な形態の情報を統合的に組み合わせて活用できることを確認します。
５分

５．マルチメディア教材の活用方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

表２ 教材の画面操作と効果的な使い方
画面遷移
画面操作と解説

画面No.０

タイトル画面


・「身近にある情報処理」ボタンをクリックすると列車予約システムのシミュレーションと列車予約システムモデルを体験できます [画面No.１] 。

· 「情報の統合的な処理の演習」ボタンをクリックすると「情報の統合化」の演習に飛びます [画面No.７]。

[効果的な使い方]

· 始めに身の周りの生活のなかで情報機器がどのように使われているかについて考えます。次にそれらの情報機器について社会の中で果たしている役割や影響について触れます。その後で「身近のある情報処理」の一例として「列車予約システム」のシミュレーションを見せます。次に「列車予約システムモデル」を使用して体験します。

· 二番目に身の周りにある情報機器で扱うデータにはどのようなものがあるか考えます。コンピュータの機能とソフトウェアとを組み合わせて活用することでコンピュータは多様な形態の情報を扱うことができることに気付かせます。最後に「情報の統合化の演習」を行います。

画面No.１

　列車座席予約システム

　シミュレーション


· ここでは身の周りにある情報処理の一つとして列車予約システムをシミュレーションします。

· 駅の窓口から、インターネットから、電話からとそれぞれの場面をシミュレーションします。

· まず「シミュレーション開始」ボタンをクリックし、シミュレーションを見たら「次へ」ボタンをクリックします［画面No.2列車座席予約システムモデル］。

[効果的な使い方]

· このシミュレーションは「３箇所から同時に同じ席を予約した時」を想定しています。

· 実際、同時に全国の駅の窓口や、各家庭のパソコンから同じデータを参照することができたり、データの書き換えが瞬時に行われたりしていることを学習します。

画面遷移
画面操作と解説

画面No.２

　列車予約システムモデル演習


· ここでは列車座席予約システムモデルを体験します。

· 「列車座席予約システムモデル開始」ボタンをクリックします。

· 「戻る」ボタンをクリックすると画面No.１に戻ります。



画面No.3

　列車座席予約システムモデル入力画面

· 「列車座席予約システムモデル入力画面」の「列車名」のリストボックスから列車を指定します。

· 「日付」を指定します。

· 「乗車駅」「降車駅」を指定します。このとき、「列車名」で指定した列車の停車駅以外では正しく検索できません。

· 必要項目を指定したら、「検索開始」ボタンをクリックします。



画面No.4

　検索結果表示画面
· 検索開始すると検索結果が表示されますので、「参照」ボタンをクリックします。



画面No.5

　座席予約状況画面
· 「座席予約状況」画面から予約したい座席をクリックします。

· 次に「OK」ボタンをクリックします。



画面遷移
画面操作と解説

画面No.6

　予約結果画面


· 「列車座席予約システムモデル入力画面」の中の「座席予約」をクリックします。

· 「予約結果」画面から「OK」をクリックします。

[注意]

· 続けて予約したい時は、必ず「検索開始」をクリックして下さい。

[解説]

· 画面上では自分のコンピュータだけが予約作業をしているように見えるが、実際は「座席予約」をしたときに更新されます。

[効果的な使い方]

・「生徒が全員その列車を指定したらどうなるか。」や、「同じ席を同時に予約したらどうなるか」などで同じ日の同じ列車を決めてみましょう。

画面No.７

　情報の統合化の演習


· 始めに課題を与えます。ここでは好きなアーティストのさまざまな情報を収集してアーティストのPRはがきを作成するという想定で行ないます。Webページの検索機能などを使用して情報収集する他、新聞や雑誌の切り抜きなどから情報を収集します。

[効果的な使い方]

· 情報収集は授業の時までの課題として与えて置くと効果的です。

· 集めた情報からどう表現したら上手に伝える事ができるか、伝達内容に適した提示方法の工夫について考えながら作成します。多様な形態の情報を見比べ、文字、絵、表、グラフの中から伝達したい内容に適した提示方法を見出し、ＰＲはがきを作成します。
［解説］

· 様々な形態の情報を一つの場所に収める事ができるということが重要です[情報の統合化]。

[効果的な使い方]
・例えば「コンサート会場への行き方を言葉で表すのと図で示すのでは図で表した方がはるかに解りやすい。」などの具体例を示します。



３．情報の統合的な処理（演習）





２．列車座席予約システムモデル　(演習)





目的　	身近にある情報機器にどのようなものがあるか考えさせ、社会の中で情報及び情報技術が果たしている役割について学習する。身近な情報機器の一例として駅の列車座席予約システムをシミュレーションする。








１．身近な情報機器　(シミュレーション)





学習項目






































列車座席予約システムモデル


（演習）
































多様な情報の統合化 (演習)




















身近なシステム例


(列車座席予約システム)


シミュレーション





目的　	多様な形態の情報を統合的に活用するための課題として、ここでは好きなアーティストの情報をWebの検索機能やその他の資料から入手し、　集めた情報を文字、絵、グラフ、表のツールを目的に応じて使い分けたり組み合わせたりして活用する実習を行う。そしてコンピュータの機能とソフトウェアをとを組み合わせて活用することで、コンピュータが多様な形態の情報を統合できることを学習する。



































目的　	列車座席予約システムモデルを使用して、座席を予約する。このとき更新できなかったり、予約したい座席がほんの一瞬の差で予約されてしまったりとられてしまったりすることを体験し、社会の中で情報及び技術が果たしている役割や影響について学習する。
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